
２０１７年７月１０日（曇り時々雨） 第２週 第２２００回例会

Song ”君が代・奉仕の理想”

Visitor 石川信吾君（一宮RC）

Attendance

会員 ７９名 欠席 １０名 出席率 ８４．３８％

６月分修正出席率の報告

６月 ５日出席率 100％ 欠 席 ０名

６月１９日出席率 100％ 欠 席 ０名

６月２６日出席率 100％ 欠 席 ０名

President Time 立松絹久 会長

皆様、こんにちは。暑い日が続きますが体調管理には十

分ご留意いただけたらと思います。また、ビジターの皆様、

ようこそ当クラブの例会にお越し頂きました。ごゆっくり

お過ごしください。

本日は、クラブアッセンブリーです。今年度各委員長の

皆様の基本方針発表の場になります。各委員長様方の熱い

思いをお聞かせ願えるものとご期待ください。

会長挨拶として何をお話ししようかと考えたのですが、

まずは今年度の大きなテーマである、会員増強についてお

話しするのが一番ではないかと思い会員増強について調べ

させて頂きました。会員増強はRIにとってもポリオ撲滅に

次ぐ第二の優先項目にあげられています。会員増強は、新

会員の勧誘、現会員の維持、新クラブの結成という3つの

要素があります。そのためにどうするのかということです

が、新会員の勧誘に関しては奉仕活動を常に地域社会にと

って重要性のあるものに保ち、プロジェクトと奉仕活動に

ついて地域社会に効果的に知らせるとありました。地域に

密着した活動をし、地域社会に認知してもらう必要がある

ということであると思います。これまで地域社会で活動し

ている他団体も多々あると思います。その中で活動してい

る方々をロータリーに勧誘するという方法も考慮してもよ

いのではないかとも考えています。また、現会員の維持で

すがロータリー教育、入会式、クラブ活動への溶け込みと

参加など新会員のための充実したプログラムを作成する必

要があると思います。今後、関連する各委員会が協力して

会員拡大に取り組んでいきたいと思っております。

ところで本日7月10日は納豆の日だそうです。まさに７

と10を合わせて「なっとう」という語呂合わせだそうです。

当初、1981年に関西納豆工業協同組合が関西地域限定の

記念日として制定したそうですが、1992年になって改め

て全国の記念日として制定されたそうです。また、変わっ

たところでは潤滑油の日だそうです。全国石油工業協同組

Today ７月２４日（第２２０１回）

担当 中西 巧 前国際奉仕委員長

演題 国際大会報告

Next Week ７月３１日（第２２０２回）

担当 立松絹久 会長

演題 ガバナー補佐訪問

西村利夫ガバナー補佐（尾張中央RC）



合が制定したのですが、710を180度回転するとOIL（オ

ーアイエル）になるというなんとも微妙な感じです。

最後にモンゴルネタですが、まさに明日からなのですが

モンゴルでは革命記念日である7月11日から3日間にわた

ってナーダム祭という国民的行事が行われています。そこ

ではモンゴルでの三大競技、競馬・相撲・弓の大会が開か

れるそうです。まさに勇壮な騎馬民族の真夏の祭典です。

簡単ではございますが会長挨拶とさせていただきます。

Secretary Report 田邊正紀 幹事

１ 次週7月17日（月）は海の日による休会です。

会計監事 光岡 朗君による会計報告

親睦活動合唱団。センターは新会員 竹田竜一郎君

ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

立松絹久 会長

本日はクラブアッセンブリーです。委員長の皆様、よ

ろしくお願いします。

山田尊久 副会長

クラブアッセンブリーです。委員長さん、事業計画の

発表、よろしくお願いします。

コーラスお昼の食事会、ゆったりとした時間が心を癒

してくれました。

田邊正紀 幹事

本日はクラブアッセンブリーです。委員長の皆様、よ

ろしくお願いします。

加藤憲治君

昨日、愛西蓮見の会、無事終了しました。

黒野晃太郎君

立松君、田邊君体に気をつけ、頑張って下さい。

山形の山寺・立石寺へ行って来ました。上り・下りで

2030段、なんとかクリア出来ました。

後藤袈裟美君

ニコボックスの皆様、ご苦労様です。

岩島裕芳君

沖縄へ行って来ました。ボート釣りに行ったら、向こ

うのキャプテンがこちらのハーバーマスターの後輩で

びっくりしました。

児玉憲之君

ニコボックス委員会の皆様、お疲れ様です。

栗木和夫君

ニコボックスの皆さん、ガンバッテ！

前田由幸君

メイクアップで名鉄観光バスの石川社長が出席されま

す。よろしく。

三木勝也君

明治22年7月4日が日本生命創業日で、129年になり

ました。皆様、よろしくお願いします。

水野 眞君

東海佛教音楽の集いで、佛教讃歌雅楽で童謡を、声明

舞楽「納曽利」を鑑賞しました。



水谷安紀君

クラブアッセンブリー、委員長さんガンバッテ。

中澤浩一君

新人の中澤です。よろしくお願い申しあげます。

酒井和雄君

七大戦、名古屋で開催。56年前、クラーク会館で同宿

した仲間と楽しい一夜でした。

篠田正志君

釣り部楽しかったです。またよろしくお願いします。

横井久雄君

釣り部参加の皆様、お疲れ様でした。真木君のお心遣

いに感謝。そして元海の美味しい食事、充実した夜で

した。

合 計 ５９，０００円

ク ラ ブ ア ッ セ ン ブ リ ー

環境保全委員長 大西晃弘君

環境保全委員長の大西でご

ざいます。今年度の環境保全

委員会としましては、立松会

長の方針にもございます、「地

域の中でのロータリーの再認

識」という言葉を大切にし、

その一助となれるよう活動を

行います。活動の詳細につきましてはクラブ計画書をご覧

いただければと思いますが、その活動がロータリーブラン

ドの向上にもつながるよう、社会奉仕委員会、広報委員会

と密に連携してまいります。1年間どうぞよろしくお願い

申し上げます。

地域社会委員長 稲垣秀樹君

地域社会委員長の稲垣です。

本年度の会長方針に基づいて、

クラブ地域内の高齢者・障害

者等の社会的弱者に働きかけ

たり、公的支援を通じてロー

タリー活動を啓蒙していきた

い。

１．クラブ地域内の高齢者・障害者の施設または団体に働

きかけ、積極的な支援を行う。

２．地域の社会問題（防犯・防災・環境等）に積極的に関

わり、卓話等を通じて、地域社会の安心・安全に寄与

する。

３．継続して地域と関わりの持てる事業を推進する

米山奨学委員長 高山 敏君

米山記念奨学会は、勉学、

研究のために日本の大学・大

学院に在籍している、将来母

国と日本との懸け橋となって

国際社会で活躍する、優秀な

留学生の奨学を目的とする日

本最大規模の民間奨学制度で

す。日本のロータリークラブ独自の誇れる制度であり、国

際理解と親善に大きく寄与しております。

１．米山記念奨学会へ普通寄付金として、一人当たり5,00

0円の寄付をする。

２．会員に米山功労者、マルチプル、メジャードナーにな

っていただくようお願いする。

３．特別寄付金の免税制度について説明する。

４．米山奨学生のカウンセラーと共に奨学生の心の支えと

なる。

出席委員長 紅谷幸政君

ロータリー活動の基本は、

例会への出席です。その意義

と義務を理解いただき、ホー

ムクラブでの出席率を高める

ために、欠席の続いた会員に

声かけをして出席を促す。ま

た、親睦活動・会場委員会と連携して、魅力ある例会活動

を目指す。



職業分類委員長 加藤憲治君

職業分類は、5名まで同一業

種が出来るが、出来るだけ重

複は避け、未充填業種を重点

に選考してもらう。また、職

業分類の変更を希望する会員

には遠慮なく申し出をしても

らいたい。

会員選考委員長 伊藤英毅君

代読 田邊正紀君

会員選考は、会員増強があ

ってこそその仕事が成立しま

す。増強は地域において奉仕

活動や社会活動している若い

方々を可能な限り候補に挙げ

ていただくことです。そして、

新しい仲間として相応しい人

物か皆で話し合って、それぞれの人脈を求めてアプローチ

してください。委員会として公平な目で選考させていただ

きます。

会員増強委員長 伊藤正征君

立松年度、会員増強委員長を

拝命しました伊藤正征です。2

017-18年度ガバナー月信地

区ビジョンに明記させているよ

うに「10年後20年後も地区の

輝きが持続可能であること」

そのためにはクラブが輝いてい

ることが必要。

来年、50周年を迎えるあまロータリークラブ。本年度は

50周年を100名体制で迎えるために、大切な1年との位置

づけと、この2年間前任の会員増強委員長の冒頭の挨拶と

なっております。現在79名の会員に際して、100名体制

には、今年度21名の会員増強となります。誰かがやるだろ

う、会員増強ではなく、未来を見据えた会増強となるよう

全会員一丸となって立松年度＝増強年度の位置づけ、明る

く元気に楽しみ実りある1年とします。増強の意識として

は、全会員にやる気「スイッチ」を押させて頂きますので

よろしくお願いし協力を要請とさせて頂きます。

ロータリー情報委員長 栗木和夫君

１．会長並びに理事会の方針に

基づき活動する。

２．新会員予定者と面談をし、

ロータリークラブの目的、特典、

義務等を説明する。

３．新会員卓話をプログラム委

員会と共に企画する。

４．新会員に対して地区大会、地区研修・協議会、国際大

会、家族会、趣味の会などへの参加を勧める。

５．RLI方式の新人研修会や、入会3年から5年目の会員の、

ロータリアンとしての研修を企画。

会報委員長 北澤英一君

クラブ会報委員長を仰せつか

りました北澤です。例会の活動、

報告をはじめ、理事会、各委員

会、趣味の会などの活動につい

ても写真を多く活用し、親しみ

やすい紙面づくりを心掛けると

ともに、立松会長の方針にもあります会員増強の一助にな

れるような会報を作成しクラブ内外に発信してまいります。

初めての委員長経験ですが頑張って務めてまいりますので、

ご指導ご協力のほどよろしくお願いいたします。

ニコボックス委員長 横井久雄君

国際奉仕活動等の資金の一

部となっており、会員の投函

・協力なくしてあまRCの運営

がなりたちません。是非とも

奉仕と善意でニコボックスに

ご協力をお願いいたします。

ニコボックス委員は、笑顔で明るく大きな声で超えかけを

いたしますので、よろしくお願いします。また、例会の次

第をニコ前受付に立て、投函内容のヒント提供も致します。

そしてニコボックス賞を年二階発表、敬意を払います。



雑誌委員長 神田康史君

雑誌委員会は、雑誌「ロータ

リーの友」について会員の関心

を高め、各委員会の活動に少し

でも参考になるようにしたい。

１．雑誌「ロータリーの友」、「ガ

バナー月信」の配布をする。

２．会員に内容、情報等の紹介をする。

３．会員へ投稿を奨励し、「ロータリーの友」等に掲載され

た折、例会時に手短に報告・紹介する。

プログラム委員長 児玉憲之君

会長方針である「自己を研鑽

し、ロータリーの仲間を増やそ

う」をテーマに、ロータリーに

対する知識を深め、会員相互の

親睦や新しい仲間に入会してい

ただけるよう企画します。各委

員会に協力をお願いして、「国際ロータリー月間テーマ」に

沿った卓話をいただくと同時に、会員全員が参加したくな

るような有意義なプログラム作りに配慮します。

広報委員長 青本道春君

会長方針にのっとり、会員

の方達・地域社会の方たちに

ロータリーがどのような活動

をしているかを広報する。ま

た平成28年度・29年度と続

けて広報活動するに至り、昨

年度の反省を基により良い広

報活動をする。

前回困難だった件

１．催しもの、各行動した写真、記録にしたい写真を手に

入れるシステムがない事。

２．資料確保と保存のシステムがない事。入手した写真が

何の写真か解らない事。

３．あまRCとしての地域活動やクラブ活動の情報が手に入

らない事。

行動予定

１．報道関係を活用し、一般に広く広報する（新聞・TV

等）

２．あまRCの帽子を作り、全員で広報する。

３．あまRC1年間の記録を作成する。また、新会員を募る

広報材料にも利用する。

４．1年間の記録のDVDを作成し（100枚）会員に配付し、

全員が友人・知り合い等に活用する。

以上、50周年に向けより良い広報資料を作り、あまRCの

地域活動を知ってもらう。

会場委員長 臼井幹裕君

本年度会場委員長を務めさせ

ていただきます。クラブ計画書

に記載しましたが、「自己を研

鑽し、ロータリーの仲間を増や

そう！」という立松会長の方針

のもと、研鑽の場にふさわしい

例会場となりますよう、厳粛な

中にも、和気藹々とした雰囲気を作ることを心がけて参り

ます。甚だ力不足でありますが、神野副委員長を始め、会

場委員会の各委員と協力し合ってを頑張っていきます。ど

うかよろしくお願いします。

保健委員長 藤田淳士君

本委員会は、会員及びその家

族並びに従業員の健康を維持

し、クラブの発展に寄与する目

的で発足した。高齢化と共に構

成員の退会等により減少し、今

日に至っている。最近では専門

以外の一般会員のご参加をいただき、内部から適宜アドバ

イスを受けている。

１．日常の健康を守るための健康卓話を年２回、特に予防

医学に重点を置く。

２．歯科医による「8020運動」を継続する。

３．例会日は勿論、随時申し出があればその都度健康相談

に応じる。

４．健康卓話に関しては、会員の希望があれば、何時でも

応じる用意がある。



第 4 3 4 回 ゴ ル フ 部 例 会

2 0 1 7 年 6 月 2 2 日 桑 名 C C

Rank N A M E OUT IN GROS H'C NET

優勝 東海広光 46 45 91 21.6 69.4

２位 中島英之 44 46 90 19.2 70.8

３位 清水栄達 44 40 84 12.0 72.0

４位 板津和博 51 50 101 26.4 74.6

５位 家田安啓 52 52 104 28.8 75.2

６位 高山　敏 46 49 95 19.2 75.8

７位 黒川元則 43 43 86 7.2 78.8

８位 伊藤正征 49 52 101 21.6 79.4

９位 青本道春 49 45 94 14.4 79.6

１０位 鈴村與左衛門 47 50 97 16.8 80.2

１１位 谷川浩司 51 50 101 19.2 81.8

１２位 西川広樹 52 45 97 14.4 82.6

ロ シ ア 紀 行 １２

山田幸治君

○クレムリン

今朝はモスクワのホテルを出て、クレムリンに向かいま

す。モスクワを訪れて、クレムリンや赤の広場を見学しな

い方はいないと思います。

モスクワ川の対岸からクレムリンを望む


